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第１．審査の対象 

平成 28年度枚方市基金の運用状況に関する調書 

・枚方市くらしの資金貸付基金 

・枚方市土地開発基金 

・枚方市水洗便所等改造資金融資基金 

 

第２．審査の方法 

審査に当たっては、各基金の運用状況に関する調書について、会計管理者及び関係部局が所

管する諸帳簿と照合し、計数の確認を行うとともに基金の運用状況について、その設置目的に

従い確実に運用されているか等、関係職員から聴取して行った。 

 

第３．審査の期間 

平成 29年 7月 7日から平成 29年 8月 28日まで 

 

第４．審査の結果 

基金の運用状況に関する調書の計数については、関係諸帳簿と符合し正確であり、また、基

金の運用状況についてもおおむね適正であると認める。 
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第５．基金の運用状況について 

基金の運用状況についてみると、定額の基金を運用する「枚方市くらしの資金貸付基金」、

「枚方市土地開発基金」及び金融機関に定額の融資準備資金を預託している基金は、条例及び

規則の定めるところにより運用されている。 

 

１．各基金の運用状況 

⑴ 枚方市くらしの資金貸付基金の運用状況表 

 

1 億 6,200 万円

（単位：件、千円）

件数 貸 付 額 件数 返 済 額

28年4月初日     -        -     -         - 145,892 16,108 

4月末日 1 60 98 680 145,272 16,728 

5月末日 3 243 73 604 144,911 17,089 

6月末日 5 385 121 685 144,611 17,389 

7月末日 2 120 56 328 144,403 17,597 

8月末日 0 0 174 1,030 143,373 18,627 

9月末日 0 0 73 469 142,904 19,096 

10月末日 1 130 100 518 142,516 19,484 

11月末日 1 118 78 530 142,104 19,896 

12月末日 2 203 77 355 141,952 20,048 

29年1月末日 4 443 79 677 141,718 20,282 

2月末日 0 0 73 472 141,246 20,754 

3月末日 0 0 49 255 140,991 21,009 

計 19 1,702 1,051 6,603          -          - 

基 金 の 額

貸 付 返 済
年 月 月 末 貸 付 累 計 月 末 基 金 残 高

 

 

当年度の運用は、前年度末基金残高 1,610 万 8 千円、当年度返済額 660 万 3 千円をもって

行った。 

当年度中の貸付額は 170万 2千円で、貸付累計は 1億 4,099万 1千円となっている。 
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⑵ 枚方市土地開発基金の運用状況表 

 

7 億 1,545 万円

（単位：千円）

貸 付 額 返 済 額

28年4月初日        -         - 715,450 0 

4月末日 0 0 715,450 0 

5月末日 0 0 715,450 0 

6月末日 0 0 715,450 0 

7月末日 0 0 715,450 0 

8月末日 0 0 715,450 0 

9月末日 0 0 715,450 0 

10月末日 0 0 715,450 0 

11月末日 0 0 715,450 0 

12月末日 0 0 715,450 0 

29年1月末日 0 0 715,450 0 

2月末日 0 0 715,450 0 

3月末日 0 0 715,450 0 

計 0 0          -          - 

年 月 月 末 貸 付 累計 月 末 基金 残 高

基 金 の 額

運 用 状 況

 

 

当年度末貸付額は、枚方市土地取得特別会計への 7億 1,545万円である。 
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⑶ 枚方市水洗便所等改造資金融資基金の運用状況表 

 

（単位：千円）

年度 預 託 額 融資限度額 年度末貸付残高

26 10,000 30,000 1,943 

27 10,000 30,000 1,263 

28 10,000 30,000 728 

（注）融資限度額については金融機関との契約に基づく融資限度額の合計を記載。
 

当年度の融資の状況は、融資額 35 万円（1 件）であり、前年度融資額 121 万 7 千円（4

件）に比べ 86万 7千円（△71.2％）減少している。 

また、年度末貸付残高は 72 万 8 千円であり、前年度末に比べ 53 万 5 千円（△42.4％）減

少している。 

なお、本基金については平成 23年度から下水道事業会計の所管となっている。 

  
〔む す び〕 

基金については、それぞれの設置目的に基づいて、引き続き適切な運用に留意することを要

望する。 

くらしの資金貸付基金については、回収の見込めない債権を適切に整理するための法的方策

及び会計処理について、検討を行うよう要望する。 

 

 

 

 


